





1986, 1991)｡ このように, 企業の持つ経営資
源に着目して, その企業の強さを説明するアプ




(Levitt and March, 1988；Leonard-Barton,
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であると考える RBV (Resource-Based View
of the Firm) が, 1980 年代から形成されてき
た (Collis and Montgomery, 1998；Saloner,




と指摘する (Lippman and Rumelt, 1982；
Wernerfelt, 1984 and 1989；Wernerfelt and
Montgomery, 1986；Barney, 1986, 1991




る (Teece, Pisano and Shuen, 1997；Helfat,
1997；Eisenhardt and Martin, 2000；Winter,
2003；Zott, 2003)｡
特に, Prahalad and Hamel (1990) や




















ambiguity) が挙げられる｡ 資源は, 複雑で暗
黙的なものであり (Itami, 1987；McEvily








持つ強さ (第 3 節)
RBV
コアコンピタンス
持たない強さ (第 5・6 節)
製品開発が行える可能性
強くなるメカニズム・理由




















第二の特徴は, 経路依存性 (path depend-
ency) である (Teece, Rumelt, Dosi and Win-
ter, 1994；Teece, Pisano and Shuen, 1997；
Collis and Montgomery, 1998)｡ 資源は, 時
間の経過とともに形成され, それを使っている
うちに蓄積され, さらに強化されていく (Nel-















また, 制度的に保護される業界標準 (浅羽, 19
95；山田, 2004) は, 一度確立してしまうと,









主張されてきた (Dierickx and Cool, 1989)｡
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有することが競争優位の構築の妨げになること
もコンピテンシートラップ (competency
trap) やコアリジディティ (core rigidity) と
して論じられてきた (Levitt and March, 1988



























































がってしまう (Zucker, 1977；Miller, 1990；
Tripsas and Gavetii, 2000)｡




























tional inertia) (Hannan and Freeman, 1984
and 1989；Zyglidopoulos, 1999) がはたらく｡



















































[出所：Leonard-Barton (1995), 訳書 (2001) p. 13, p. 56]




である｡ 過去の決定や行動が, 現在, そして未
来の企業行動に影響を及ぼすことは, 経路依存











































































1995；Baldwin and Clark, 2000；Schilling,
論 文
CHUKYO KEIEI KENKYU Vol. 20 No. 1・2162
2000；青島・武石, 2001；青木, 2002)｡
Simon (1996) が指摘するように, 階層化が複
雑なシステムの原理であるため, 標準化された
インタフェイスによってシステムを階層化 (青
島・武石, 2001；青島・宮原, 2001) すること
で, その複雑性を低減させることができる





2000；Baldwin and Clark, 2000；青島・武石,
2001；青島・宮原, 2001) することで, 構成要
素の変化をシステム全体の変化とは独立して行
うことが可能になる (青木, 2002)｡ そうする
ことで, 製品の開発リードタイムを短縮するこ
とができ (Langlois and Robertson, 1992；
Thomke and Reinertson, 1998), さらにはモ
ジュールの再利用をできること (Garud and
Nayyer, 1994) が指摘されている｡
この 2 つの特徴から, 戦略の柔軟性を持つこ
とができるとの指摘もある (Sanchez, 1995；
Sanchez & Mahoney, 1997；Worren, Moore







01；青島・武石, 2001)｡ さらに, モジュラー
化の進展は, 各モジュールが独立に動けること
によって, イノベーションの促進にもつながる
























































































(Abernathy and Clark, 1985；Foster, 1986；
Tushman and Anderson, 1986；Henderson
and Clark, 1990；Christensen, 1997；Chris
tensen, Anthony and Roth, 2004)｡
その理由として, これらの企業は, それまで
の経験に基づいて選択肢を限定してしまうこと
が挙げられる (March and Simon, 1958；Da





Prahalad and Bettis (1986) は, 企業がど
のように競争をし, 利益を上げるかについての
企業内での支配的な考え方, ドミナントロジッ


















Clark and Kantrow, 1983；Tushman and A
nderson, 1986；Foster, 1986；Christensen,
1997；Foster and Kaplan, 2001) やそれまで
は苦境に立たされてきた競争地位の低い企業
(Abernathy and Clark , 1985；Henderson







み出すことが多い (加護野, 1988)｡ 十分な資
源を保有しない企業は, 競争優位の基盤が確固
論 文



















ている (Christensen, 1997；Gilad, 2003；
Chesbrough, 2003；Day and Schoemaker,
2006；Hamel and Breen, 2007)｡ 一連の研究
では, 微弱な周辺部からの発せられているシグ
ナルを察知することで成功への糸口を見出す｡

























































る｡ しかし, 外部環境が変化するとき, あるい
はある特定部分だけに集中しすぎるとき, 既存
技術保有と競争力に関する理論的検討































































1995；Fine, 1998；Baldwin and Clark, 2000；
藤本, 2001, 2003, 2004；青島・武石, 2001；
延岡, 2002)｡
4 問題点として, Baldwin and Clark (2000)
は,“検証コストがモジュラー型設計のアキレス
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